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梅雨入り期日と太陽活動の関係＊

須 田 滝 雄＊＊

　要旨　筆者はさきに太陽活動と上層の極渦の盛衰の関係を調べて次の結果を得た．

　極渦は地磁気活動度数α（またはz4P）が大きい（小さい）時は発達しにくい（しやすい）．極渦は黒点

数がある値（S・）までは，大きくなると（小さくなると）発達しやすい（しにくい）．黒点数がSを超すと

黒点と極渦の上記関係は逆転する．＆は冬季で120ぐらい春秋では90ぐらいである．

　以上の事実は重要と考えられるので，今回別の角度から確めた．春において上層で極渦が発達しやすい状

況か否かは上層に到来する夏の遅速に関係し，梅雨など雨季入り期日の遅速にも影響すると考えられる．従

って別の研究で得た上記の結果が事実であれぱ，太陽活動は雨季入り期日の遅速と関係が深いであろうと推

定される・この観点から解析した結果は推定どおりであった．このことは太陽活動の極渦に対する影響を支

持する別の証拠でもある．

　1．はしがき

　黒点数と地磁気活動度の指標との組合わせによって標

示される太陽活動は，気象に強く影響することを，筆者

（1963，1975，1976）は種々な現象について見出した．

たとえば上層の極渦の盛衰について次の事実が判った．

　第1図は冬季（12～2月）における500mb面上の極

渦の年々の拡がり（緯度で示す，低いほど拡がり大）に

太陽活動がいかに影響するかを解析したものである．な

お極渦の拡がりの年々の値は朝倉（1972）の調べによ

る．拡がりEは，地磁気活動指数α（説明末尾）およ

び黒点数S（ともに11～2月平均）と次のような関係を

示す．

　（a）αはEと負の相関を示す．

　（b）Sはある値（これをS・と呼ぶ，この場合，S．

・＝120）までは，Eと正の相関を示すが，Sfを超えると

相関は逆転する．

　（c）α，Sともにごく小さい場合は関係は不規則性

が目立つが，その他の場合については図のようにEの

等値線が割合スムーズに描ける．

　（d）（a），（b）を併せた関係として次の実験式を得

た（第2図実線のもの）．

　　　　Eニ58・oo＋8．0。α・S20・3　　　　（1）

　ここにS，ニ1S－S・1である．この関係式は危険率1

％で有意である．

輪
§
態昭o

む娩

む
ミ。

§
轡
き。紹

書
　o

鴇

　O鋤
，∫　0殊o

㊥ク25』

槻5’O
　　刀．5’

伽、0

霧’

　　　　　　　　　　　　　　　　　の￥　　　　　’’”・・一．　一　　　　　躍

鉱・蹴〆　亀　＼加伽
　　￥」！　　．／1’無、　、

瑠婿メ㌦
／／誘・騰勲＼．

　ノ／　　／　　　　　　　　　　　　　　　α勿。
　ノ！　　　　　　　　　　　　　　　びあ峨

　　　　　　○鷹0

＊Relation　between　the　Date　of　beginning　of　Bai．u

　and　Solar　Activity．

＊＊T．Suda

　－1975年9月2目受領一
　一1975年10月15日受理一

　　　　　　　　　　　　　　ろリ　　　タ　　　　ノの　　　ゆ　　　ノ　　　　メゆ　　　ゆ　　　　

　　　5吻写ρoオ　勧惣ろ5砂のに・剣．ノ

第1図　太陽活動と500mb面の極渦の拡がりの関．
　　　　　係，1949～1971（T・Suda1976）

　数字は渦の拡がり（渦の閉曲線の各経度と交わる緯

度の平均値）の年々の値（緯度で示す，12～2月の
平均）．α，Sはともに11～2月の平均．S，は相関

　の逆転する黒点数，この場合120．左下隅はα，S

　ともに極めて小さく，関係不規則の区域を示す．極

渦はαが小さく，黒点数がS．の時にもっとも広
　く拡がる．

1976年4月

　第3図は，毎年の成層圏最終昇温が始まった月を，第

1図と同じ座標に記入したものである．なおこの期日は

吉野（1972）の調べたものを用いた．これを見ると500

mb面で極渦が発達し易いような（発達しにくいよう

な）太陽活動のときは最終昇温の期日はおそい（早い）

ことが判る．最終昇温の月をZんとして，1月から4

月までを1～4で表わすと次の実験式が求められる．

　　　　Z）ω＝：4．8－0．9α・Sεo・3

　ここにSθ＝IS－S¢1，この場合のS7＝95．きわめて

異常な1955年の値は省いたが，両辺の相関係数，7＝一
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第2図　α・Sεo・3で標示された太陽活動と500mb

　　　　面の極渦の拡がりとの関係，1949～1971．

　　　　　　　　　　　　　　　（T．Suda1976）

資料は第1図と同じ．

S召＝IS－S司，Sγは第1図参照．

●：第1図の左下隅のもの，大きい黒丸はこれらの
　　平均の位置．

○：上記以外のもの．

実線は全体（黒丸と白丸を合わせたもの）に関する

直線関係を，破線は白丸のみに関する直線関係を示
す．
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第4図　太陽活動と梅雨入り期日の関係．1931～
　　　　1972．

梅雨入り期日は岐阜地方におけるもの．αおよび

黒点数，Sは5月の値に2倍の重みをつけた4～6
月の平均．Sプは第1図，第3図と同じ．ただしこ

の場合の値は85．●，◎の説明は図中に．
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第3図　太陽活動と成層圏最終昇温の始まり期日の
　　　　関係，1949～1962（T．Suda1976）

図中の月は最終昇温の始まった時期を示す（年々の

もの）．左下隅の囲は第1図に同じ．Sプは第1図説
明参照，ただしこの場合の値は9．5．左下のノ4カrは

1点しかないが，極夜渦崩壊期日とαおよび黒点

数との関係を参照して期日曲線をひいた．

O．852で危険率O．5％で有意である．

　以上のほかα・Sθo。3の値が大きいと（小さいと）極

渦の春の崩壊期日は早く（おそく），秋の生成期日はお

そい（早い）ことも判った．

　上層の極渦の盛衰は，中高緯度における大気循環に影

響するから上記の事実は重要であると考えられる．さき

の論文で筆者は，この事実の機構に関して1つの仮定を

設定し，それによって事実をよく説明することができた

38

が，なお多くの資料によって上記の事実を確かめたいと

ころである．しかし，高層資料は古い時代にはないの

で，前記のような高層の現象が一次的な影響を及ぼす地

上気象現象を選んで，その目的を果たすことにした．

　成層圏の極夜渦の崩壊期目の遅速は上層に到来する夏

の遅速を意味する．一方諸氏の研究によれば，東アジア

の雨季はジェット風など上層風が夏型になる時に始まる

から，梅雨入りの遅速には太陽活動が影響するはずであ

る．

　梅雨の資料は永年に亘って求められるから，上記の推

定を確かめるのに好都合であると同時に，これが確かめ

られれば，太陽活動が極渦に影響するという前記の結果

を支持することにもなる．またその結果は梅雨の長期予

報にも参考になる．

　2．梅雨入り期日の遅速と太陽活動

　1931年から1972年までの42年間の岐阜地方の梅雨入り

期日を第1図および第3図と同様な座標にプロットした

（第4図）．ただし，C仁およびSは5月の値に2倍の重

みをつけて4月から6月まで平均したものを用いた．こ

の図を見ると，第1図や第3図のように等値線を引ける

ほど規則正しい関係は見られないが，6月3日（図中◎

印）あるいは，6月2日以前（図中●印）という非常に

早い梅雨入り期日に着目すると，これらはαが大きく

て，Sが小さい区域およびG．Sともに大きい2個所

にまとまっている．これらの区域は500mb面上で極渦

、天気”23．4．
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第5図　αとSεで標示される太陽活動と梅雨入
　　　　り期日の関係，1931～1972．

α，Sとも第4図のものと同じ．
Sε＝IS－Srl≡IS－851．

●：6月2日またはそれ以前の梅雨入り．

○：6月22日またはそれ以後の梅雨入り．

・：上記2者の中間．

が拡がりにくい区域（第1図参照）であり，また成層圏

における最終昇温の期日の早い区域（第3図参照）に相

当している．この場合のS・は図より約85と求められる

（実際の操作としては，Sと期日との関係が反転する中

央の値を求めた）．よって，CづおよびSθニIS－S．1を

両軸にとって梅雨入り期日をプ・ットすると，6月2日

より早い期日（図中●印）と6月22日よりおそい期日

（図中○印）の分布は，それぞれ1回の例外を除いて破

線によって区劃される（第5図）．このことは，第1お

よび第2式と同様な関係を意味しており，梅雨入り期日

は，αおよびS・が大きいほど（小さいほど）早い（お

そい）という推定どうりの結果を得た訳である．

　このような分布が偶然に起こる率についてz2の検定

は次のとおりで，危険率は0．1％よりはるかに小さい．

破線の
外域

破線の
内域

0　20　衡〃繊亡窃玩ゐ、仰仰膨ルπ聖　加　Z8・

第6図　太陽活動と東アジァ雨季第2段階入り期日

　　　　の関係．1950～1962．

α，Sともに第4図と同じ．雨季第2段階入り期日
は本文参照．

梅雨入り期日

早い（6月2日以前）

普通（6月3日～6月21日）

晩い（6月22日以後）

計

回

10

　回
1
23

8

32

計

　回8
25

9

42

X2－25・95＞13・815（Z2・．・」・，n〒2）

3．東アジアの雨季入り期日の遅速と太陽活動

吉野（1965）により，地上前線帯の位置と500mb面

1976年4月

における東西風の状態によって決められた東アジア全域

の雨季入り第2段階の期日（1950～1963）について，前

項と同様の解析を行った（第6図）．C‘，Sとも第5図と

同様な平均値を用いた．データは少ないが，この図を第

5図と比較するとまったく同様なパターンを描いている

ことが判る．すなわち，東アジア全域の雨季入りについ

ても太陽活動は前項で述べたような影響を及ぼしている

ことを知る．

　4．梅雨明け期日その他

　第2，3項により調査の目的を達した訳であるが，念

のため梅雨明け期日について第5図に相当する図を作成

した（第7図）．この場合S・は約90と読みとれたので，

横軸にS8＝IS－901をとってある．7月3日より早い

「明け」（図中●印）および7月26日よりおそいr明け」

（図中○印）に着目し，その分布を見ると，第5図とは

かなり異った様相を呈している．

　すなわち，r入り」はα，S8とも大きいときに早い

が，r明け」はS・はほとんど関係なく，αの大きい

ときに早いという傾向を見せている．前述のように上層

の極渦の盛衰はα・S80’3に比例するが，Sθのべき数

O．3は経験的に求めたもので，これは季節や現象により

多少変化するものとみられる．梅雨明けについては，こ

れがほぼ0に等しいということにな：る．

　筆者は，さきの研究において，αによって標示され

る太陽からの微粒子放射は，高緯度の上層大気を加熱

し，黒点数によって標示される紫外線放射は，低緯度の

オゾン層を加熱し，これらの組合わせによって成層圏気

温分布（南北差）が冬型（南方に高）を促進したり，夏

39



216

螂
　ρ84

　080

ぎが
ξρ尼

iα磐

豊
尊Q

．ミ

に

心q

4

●

、Q

　、　　、、、　6
　　　　、、

●　　　　　　　●

■

E二吻

梅雨入り期日と太陽活動の関係

　　　　　　　　　　　　　●　　　　〆O
価馬働．辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　軸O軸軸一＿軸」L＿一一’〇一輌噛・、、の’ノ

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●　　　　　●　　　　　●　　　　　　o・　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　

　　　　　毎t・e　．

　　　　　　　　　　　　●
　　　　o　　　　　　　　　　　　　●　　・O

醜　　ZO　20　5。　4。　5。　φ。　殉　勿　品
　　　　　　　　黄ぐ燃レ～7ψフ

第7図　αとSθで標示される太陽活動と梅雨明け

　　　　期日の関係，1931～1972．

αおよびSは5月～7月の平均，Sθ＝IS－Sri≡
lS－901

Sパ第1図の説明参照．

●：7月3日およびそれ以前の梅雨明け．

○：7月26日およびそれ以後の梅雨明け．

・：上記2者の中間の期日．

！
／

型（北方に高）を促進したりするということを骨子とす

る仮説を提唱した．この仮説によって第7図を考察すれ

ば，この場合は年中でもっとも太陽高度の高い時期であ

る．一方オゾン量は高緯度ほど多いので，紫外線による

加熱の緯度による相違は少なくなるものと推定される．

一方微粒子にょる高緯度上層大気への加熱の多少は時期

を問わず南北差の変化に寄与するから，これが大きい年

は気温南北差の夏型を促進し，高層大気が真夏になるの

が早く，ひいては梅雨明けも早くなるものと思われる．

こうして第7図の結果は，上記仮説の妥当性を支持する

ようにみえるが，あるいはr明け」の遅速には，オホー

ツク海高気圧の動静など低層の気象状態が大きく関与す

るなど，メヵニズムがr入り」の場合より複雑になって

■の

いるため，太陽活動の影響がr明け」期日の遅速には明

瞭に現われないかも知れない．この点については，さら

に検討を要する．

　5．おわりに

　以上により太陽活動の上層極渦への影響は多くの資料

によって確かめることができた．極渦の盛衰に影響を与

えるということは，太陽活動が気候変動の主役を演ずる

ことを示唆する．

　この研究に用いたαは世界約30の観測所におけるC

の平均であり，Cは日々の地磁気変動度を，，ρ～2の3

階級に分けて観測したものである．地磁気変動度の指標

はほかにも数種あり，。砺指標はその1つで，微粒子放

射の指標としてαより優れているといわれる．筆者は

極渦の盛衰との関係についてのさきの研究で・4ρ指標を

用いた解析も併せて行ったが，結果はαを用いた場合

とほぼ同様であった．

　本研究の資料に関して，柿岡地磁気観測所の柳原所長

および岐阜地方気象台の古田防災気象官のお世話になっ

たことを記して深謝する次第である．
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